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両
親
へ
感
謝
。
１
２
年
間
あ
り
が
と
う
。

表
紙



　

本
村
の
人
口
（
住
基
人
口
）
は
、
昨
年

１
年
間
で
42
人
減
少
し
ま
し
た
。
社
会
・

経
済
活
動
の
担
い
手
不
足
、
村
の
活
力
や

魅
力
の
低
下
が
一
層
に
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
こ
の
抑
制
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
よ
う
、
国
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
」
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
諸
事
業
の

積
極
的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
創
生
事
業
（
２
年
延
長
で
５
カ
年

事
業
の
４
年
目
、
９
４
３
万
円
）
で
は
、

村
の
魅
力
を
活
か
し
た
仕
事
モ
デ
ル
の
創

出
や
移
住
者
の
誘
致
、
そ
の
伴
走
支
援
に

引
き
続
き
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期

化
に
よ
り
、
ご
心
配
や
ご
苦
労
を
重
ね
な
が

ら
も
、
そ
の
感
染
防
止
対
策
は
も
と
よ
り
、

村
の
諸
事
業
全
般
に
対
し
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
少
子
化
や
人
口
減
少
が
一
層
に

も
進
展
す
る
中
、
定
置
漁
業
で
の
主
要
魚
種

の
不
漁
、
原
油
価
格
・
物
価
の
高
騰
の
影
響

に
よ
り
、
村
全
体
に
停
滞
感
が
強
く
漂
い
、

村
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
や
生
業
が
一
層
に

も
厳
し
さ
を
増
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
一
日
も
早
く
、
村
内
に
元
の
活
気
が

戻
る
よ
う
、
村
民
の
皆
さ
ま
な
ど
の
声
を

し
っ
か
り
と
お
聴
き
し
な
が
ら
、
国
や
県
と

の
連
携
の
下
、
適
時
適
切
な
対
策
の
実
施
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
の
９
月
に
は
、「
岩
手
県
地
震・

津
波
被
害
想
定
調
査
報
告
書
」
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨

大
地
震
津
波
に
備
え
「
な
ん
と
し
て
も
命
を

守
り
、犠
牲
者
を
出
さ
な
い
」
た
め
の
防
災・

減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
議
員
各
位
や
村
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
や
「
第
５
次
総
合
発

展
計
画
」
に
掲
げ
る
基
本
目
標
や
主
要
施
策

の
着
実
な
推
進
を
期
す
令
和
５
年
度
の
主
要

取
組
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

所信を述べる柾屋伸夫村長

　
就
学
前
教
育
は
、
保
育
所
型
認
定
こ
ど

も
園
の
「
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
」
と
「
子

育
て
支
援
室
」
の
適
切
な
機
能
の
発
揮
と

保
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
N
P
O
法
人
が
運
営
す

る「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」へ
の
支
援
も
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
深
化

に
努
め
つ
つ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新 

（
１
０
９
３
万
円
）、
統
合
型
校
務
シ
ス
テ

ム
導
入
（
１
５
９
万
円
、
働
き
方
改
革
）

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
白
井
地

区
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
そ
の
隣
接
村
有

地
を
建
設
予
定
地
と
す
る
義
務
教
育
学
校

建
設
事
業
は
、
基
本
計
画
と
基
本
設
計
の

策
定
業
務
（
６
２
４
９
万
円
）
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
は
ま
ゆ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
へ
の
事
業
委
託
（
４
２
１
万
円
）
を

継
続
し
つ
つ
、
村
民
相
互
の
広
範
か
つ
活

発
な
交
流
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
は
、放
課
後
子
ど
も
教
室（
４

３
０
万
円
）
や
学
校・地
域
協
働
事
業 （
２

　令和 5 年第２回村議会定例会が３月７日から 10 日
までの４日間開かれ、令和 5 年度の予算など 21 議
案が原案のとおり可決・同意されました。
　柾屋伸夫村長は議会初日の施政方針演述で、令和
5 年度の村づくりの重点事項や主要な施策などを明
らかにしました。
　村の活性化を目指した演述の内容と村の予算につ
いてお知らせします。

大切な財
たから

をさらに磨き、

いきいきと生かし、

光光り輝輝く
　「青の国ふだい」へ

◆
は
じ
め
に

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
推
進

村長施政方針演述

学
ぶ
喜
び
を
村
づ
く
り
に

つ
な
げ
る

　
ま
た
、
交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
で
は
、

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
情
報
発

信
（
２
３
９
万
円
）
や
普
代
ラ
ジ
オ
で
の

青
の
国
の
魅
力
な
ど
の
発
信
（
５
０
２
万

円
）
を
継
続
し
つ
つ
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
（
12
名
（
民
間
11
名
と
行
政
１
名
）、 

５
３
０
６
万
円
）
や
地
域
活
性
化
企
業
人

（
デ
ジ
タ
ル
関
連
・
１
名
目
標
、
５
６
０

万
円
）、地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
７

名
、
99
万
円
）
な
ど
の
連
携
の
下
、
移
住

に
繋
が
る
関
係
人
口
を
拡
大
す
る
取
り
組

み
を
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
産
業
・
経
済
の
好
循
環
に
も
繋

が
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
（
３
億 

５
０
０
０
万
円
）」
は
、
返
礼
品
提
案
業

者
と
の
連
携
強
化
を
進
め
な
が
ら
、
メ
ル

マ
ガ
配
信
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
寄
付
者

０
１
万
円
）
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
伝
統
や
文
化
を
学
ぶ
講
座
な
ど
を
開

催
し
つ
つ
、
ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
の
30
周
年

記
念
事
業
助
成
（
２
０
０
万
円
）
や
「
鵜

鳥
神
楽
保
存
会
」
な
ど
へ
の
活
動
支
援

（
80
万
円
）
を
行
い
、
芸
術
・
文
化
の
振

興
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
社

会
体
育
館
の
バ
ル
コ
ニ
ー
は
老
朽
化
に
よ

る
解
体
撤
去
（
２
０
８
万
円
）
を
行
い
ま

す
。

村の地域おこし協力隊谷口智亮さんが開催したミツ
バチ講座（コワーキングスナック・キャッツアイにて）

義務教育学校建設予定地の白井地区多目
的グラウンド

文化・芸術振興の活動を支援します
（ふだい荒磯太鼓）

村への移住や起業へ繋げるため、昨年度行った「留村
プログラム」の報告会の様子（４月10日、役場大会議室）

対
応
に
よ
り
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
拡
充
に
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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一
般
保
健
活
動
で
、
健
診
受
診
率
向
上

対
策
（
３
６
７
万
円
）、
検
診
受
診
一
部

負
担
助
成
（
６
９
５
万
円
）、
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
（
74
万
円
）
な
ど
を
行
い
、
健

康
増
進
意
識
の
向
上
と
生
活
習
慣
病
予
防

に
よ
る
健
康
長
寿
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
無
料
化
の
継
続
（
６
３
９
万
円
）

や
新
た
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一

部
助
成
も
行
う
と
と
も
に
、全
て
の
妊
婦・

子
育
て
世
帯
が
一
層
に
も
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
安
定
運
営（
４
５
７
６
万
円
）

を
図
り
つ
つ
、
後
期
高
齢
者
の
健
康
増
進

健
や
か
に
、安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る

と
フ
レ
イ
ル
予
防
に
努
め
る
よ
う
、
新
た

に
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実

施
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
の
運
営
助
成
（
１
９
２
０
万

円
）、
看
護
・
介
護
職
等
養
成
奨
学
金
貸

与
（
１
７
９
万
円
）
な
ど
も
継
続
し
つ
つ
、

普
代
福
祉
会
と
連
携
し
て
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
高
齢
者
が
地
域
で
健
康
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高

齢
者
移
動
支
援
（
１
４
６
万
円
）
や
緊
急

通
報
体
制
の
確
保
（
38
万
円
）、
地
域
サ

ロ
ン
活
動
支
援
（
30
万
円
）
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
２

５
４
万
円
）
や
社
会
福
祉
協
議
会
（
１
３

０
２
万
円
、
別
途
人
的
派
遣
も
）
へ
の
運

営
支
援
を
行
い
、
高
齢
者
の
相
談
や
生
き

が
い
活
動
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で

快
適
な
環
境
を
つ
く
る

村長施政方針演述

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
、
地
球
温
暖
化
計
画
推
進

法
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）
の
策
定
（
１
０
２
２
万
円
）

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
一
般
住
宅
へ
の

太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
の
助
成
（
助
成

率
引
き
上
げ
、
現
金
化
、
６
世
帯
・
１
２

０
万
円
）
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
家

庭
用
の
電
気
自
動
車
導
入
助
成（
３
世
帯
、

30
万
円
）に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　　　

ま
た
、「
道
の
駅
・
青
の
国
ふ
だ
い
」

へ
の
電
気
自
動
車
充
電
ス
タ
ン
ド
整
備

　
水
産
業
で
、新
規
就
業
者
確
保
事
業（
２

７
９
万
円
）
や
水
産
業
活
性
化
事
業
（
９

０
０
万
円
、
種
苗
購
入
・
放
流
等
）、
白

井
漁
業
研
修
施
設
修
繕
事
業
（
３
０
０
万

円
）
な
ど
を
行
い
つ
つ
、漁
港
整
備
で
は
、

県
営
の
太
田
名
部
漁
港
と
堀
内
漁
港 (
地

元
負
担
２
９
３
０
万
円
、
臨
港
道
路
工
事

等
）、
村
営
の
沢
漁
港
（
７
０
０
万
円
、

船
揚
げ
場
等
）
で
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
太
田
名
部
漁
港
荷
捌
所
の
初
年

度
分
工
事
（
５
億
５
４
７
万
円
）
に
着
工

い
た
し
ま
す
。「
海
フ
ェ
ス
タ
i
n
ふ
だ

い
」
は
休
止
（
臨
港
道
路
工
事
等
の
た
め
）

と
な
り
ま
す
。

　

　
農
業
は
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
価
格
安
定
基

金
拠
出
（
37
万
円
）
を
行
う
と
と
も
に
、

ハ
ウ
ス
の
土
壌
消
毒
（
27
万
円
）、
種
子

購
入
（ 

53
万
円
、
寒
じ
め
・
菌
床
し
い

た
け
等
）、
新
規
作
物
栽
培
（
50
万
円
、

ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ン
・
キ
ク
ラ
ゲ
等
）
な
ど

へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
鳥
獣
防
除
は
、
電
柵
設
置
や
活
動
作
業

用
資
器
材
助
成
な
ど
（
２
１
５
万
円
）
を

行
い
被
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
は
、
原
木
し
い
た
け
生
産
の
持
続

の
た
め
の
植
菌
助
成
（
１
６
７
万
円
）
を

継
続
し
つ
つ
、
村
有
林
の
植
林
（ 

12
・

５
㌶
、
63
万
円
）、
ナ
ラ
枯
れ
防
止
（
８

７
８
万
円
）
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
森

林
環
境
譲
与
税
事
業
（
９
９
３
万
円
）
で

は
、
実
地
調
査
（
29
㌶
、
１
４
４
万
円
）

と
基
金
積
立
（
８
０
０
万
円
）
を
行
い
ま

す
。

　
商
工
業
は
、
地
元
消
費
拡
大
へ
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
（
３
０
０
万
円
）

や
青
の
国
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
促
進
（
１
０

０
万
円
、
商
工
会
）
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
新
規
起
業
補
助
（
１
０
０

万
円
）
や
運
転
資
金
等
確
保
預
託
（
１
０

０
０
万
円
）、
経
営
指
導
支
援
補
助
（
３

８
０
万
円
、
商
工
会
へ
）
な
ど
も
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
は
、「
ふ
だ
い
ま
つ
り
」（
４
０
０

万
円
）
や
諸
イ
ベ
ン
ト
（
ビ
ー
チ
ヨ
ガ
・

神
楽
の
日
・
音
楽
の
広
場
な
ど
、
１
９
０

万
円
）
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
観
光
バ

ス
誘
致
事
業
（
２
０
０
万
円
）
も
行
い
つ

つ
、普
代
浜
海
水
浴
場
の
開
設
（
36
万
円
）

や
黒
崎
キ
ャ
ン
プ
場
と
キ
ラ
ウ
ミ
R
V

パ
ー
ク
の
通
年
運
営
も
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、国
立
公
園
利
用
拠
点
整
備（
黒

崎
園
地
、
２
４
２
０
万
円
）
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
（
20
万
円
）
や
ト

レ
イ
ル
（
20
万
円
）、
恋
す
る
灯
台
（
17

万
円
）
な
ど
の
活
用
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
な
お
、
く
ろ
さ
き
荘
駐
車
場
付
近

へ
の
E
V
充
電
器
の
設
置
（
普
通
充
電
、

ゼ
ロ
予
算
）
も
行
い
ま
す
。

　

未
来
を
拓
く
活
力
あ
る

産
業
を
育
て
る

　
く
ろ
さ
き
荘
は
、
宿
泊
が
12
月
末
ま
で

は
観
光
助
成
事
業
に
支
え
ら
れ
、
前
年
同

期
比
90
㌫
台
（
R
２
：
５
２
４
３
人

→
R
３
：
５
１
１
７
人
→
R
４
：
４
６

２
９
人
）
で
推
移
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

１
月
か
ら
は
観
光
客
が
消
え
た
状
態
と
な

り
、
２
月
末
ま
で
の
20
日
間
程
度
を
休
館

（
入
浴
と
会
食
は
休
み
無
し
）
と
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
１
月
末
で
の
経
常
収
支
（
前
年
度
同
期

比
）
は
、
収
入
が
７
５
６
２
万
円 

（
９
０

９
万
円
増
）、
支
出
が
原
価
率
の
高
止
ま

り
な
ど
か
ら
、
８
６
８
０
万
円
（
３
２
９

万
円
増
）
で
１
１
１
８
万
円
の
赤
字
（
５

８
０
万
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
年
度
末

で
は
、
電
気
料
の
大
幅
な
値
上
が
り
も
加

わ
り
、
昨
年
度
と
同
様
に
極
め
て
厳
し
い

収
支
状
況
に
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
よ
っ
て
、
本
年
度
も
一
般
会
計
か
ら

の
補
填
が
不
可
欠
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
議

員
各
位
や
村
民
の
皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
深

く
お
詫
び
を
重
ね
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。  

　
な
お
、
令
和
５
年
度
も
冬
期
間
の
宿
泊

は
厳
し
い
状
況
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
時
期
に
は
、
予
約
状
況
に
応
じ
て
一
時

的
な
休
業
を
行
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
村
に
と
っ
て
不
可
欠
な
施
設
の
持
続

に
向
け
た
取
り
組
み
に
総
力
を
挙
げ
る
と

と
も
に
、
運
営
改
善
へ
の
検
討
を
行
う
た

め
の
組
織
を
立
ち
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
議
員
各
位
の
ご
指
導
も
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

は
、
経
産
省
補
助
採
択
後
の
予
算
化
（
６

月
補
正
）
に
よ
り
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、
祝
日
に
民
間
で
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
を
試
行
で
き
る
庁
用
電
気
自
動
車

（
１
台
、
リ
ー
ス
、
普
通
充
電
設
備
含
み
）

の
導
入
も
行
い
な
が
ら
、
村
内
企
業
・
事

業
所
・
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ

設
備
の
導
入
を
促
進
し
、
地
域
の
経
済
と

環
境
の
好
循
環
も
生
み
出
し
つ
つ
、
官
民

連
携
で
の
地
域
に
裨
益
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
実
施
体
制
の
構
築
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
住
宅
は
、
芦
渡
住
宅
で
の
長
寿
命
化
修

繕
（
６
戸
、
８
０
６
万
円
）
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
民
間
住
宅
で
の
浄
化
槽
設
置

改
修
加
算
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
（
12
件
、
１

６
０
万
円
）
な
ど
も
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　　

新魚市場整備事業を推進します
（写真は現在の太田名部魚市場）

ふだいまつりなどのイベントを開催し、観光振興に取り組みます
村内企業や家庭における省エネ・再エネ設備導入を促
進します

村営住宅の修繕やリフォーム助成を行います
（写真は芦渡住宅）

出産・子育て支援の充実に努め
ます

介護予防や健康づくりを推進します
（村シルバー人材センターの皆さん）
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令
和
５
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高

騰
、
主
要
魚
種
の
不
漁
、
海
溝
型
巨
大
地

震
津
波
な
ど
へ
の
対
応
を
行
い
つ
つ
、
特

に
も
、
人
口
減
少
の
抑
制
や
村
の
活
力
の

再
生
を
図
る
総
合
戦
略
事
業
と
総
合
発
展

計
画
の
事
業
実
施
計
画
に
よ
る
諸
事
業

（
新
魚
市
場
や
義
務
教
育
学
校
の
整
備
な

ど
）
の
推
進
に
渾
身
の
カ
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
へ
の
船
出
も
、
停
滞
・
閉

塞
感
が
村
全
体
に
漂
う
状
況
か
ら
、
い
ち

早
く
抜
け
出
す
光
明
が
見
え
な
い
中
の
出

航
と
な
り
ま
す
が
、
私
ど
も
に
は
、
先
人

や
先
輩
方
が
血
の
滲
む
努
力
を
も
っ
て
、

つ
く
り
・
育
て
・
守
り
・
繋
い
だ
多
く
の

財
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
切
な
財
を
、
さ

ら
に
磨
き
、
活
き
活
き
と
生
か
し
、
一
層

の
強
み
と
し
て
い
く
こ
と
が
、
い
か
な
る

荒
波
も
乗
り
越
え
つ
つ
、
小
さ
く
て
も
、

光
り
・
輝
く
「
青
の
国
ふ
だ
い
」
の
洋
々

た
る
航
海
の
持
続
を
可
能
に
す
る
も
の
と

強
く
も
信
じ
、
村
の
メ
イ
ン
プ
ラ
ン
に
掲

げ
る
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆

さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
一
層
の
底
力
の
発

揮
・
結
集
に
よ
る
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
私
の
所
信
の
表
明
と
い
た

し
ま
す
。

◆
む
す
び
に

村長施政方針演述

　
信
頼
さ
れ
る
役
場
づ
く
り
の
た
め
の
職

員
の
資
質
向
上
は
、
市
町
村
職
員
研
修
協

議
会
で
の
研
修
は
も
と
よ
り
、
村
独
自
の

人
事
評
価
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
（
52
万

円
）
の
受
講
拡
大
を
図
り
、
時
代
の
変
化

に
対
応
で
き
、
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
を

備
え
る
職
員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
県
派
遣
研
修(

県
庁
、

１
年
間)

も
予
定
い
た
し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
、
本
年
４
月

か
ら
の
村
税
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
納
税
へ
の
適
切
な
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
財
政
運
営
は
、
優
遇
起
債
活
用
に
よ
り

実
質
公
債
費
比
率
（
R
３
：
９
・
４
㌫
）

が
低
下
を
続
け
、
将
来
負
担
比
率
も
ゼ
ロ

水
準
（
R
３
：
０
・
０
㌫
）
で
推
移
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
健
全
性
を
維
持
し

て
い
く
よ
う
、
諸
施
設
の
管
理
費
は
も
と

よ
り
、
各
事
業
の
コ
ス
ト
削
減
と
く
ろ
さ

き
荘
の
運
営
改
善
に
よ
る
特
別
会
計
繰
出

の
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
は
、
今
後
の
大

規
模
事
業
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
諸
災
害

に
も
万
全
に
対
応
で
き
る
水
準
を
維
持
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
行
政
は
、
久
慈
広
域
連
合
で
の
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進

持
続
可
能
な
仕
組
み
を

み
ん
な
で
つ
く
る

象
自
然
災
害
や
巨
大
地
震
津
波
に
備
え
る

よ
う
、
防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
設
備
の

強
化
（
ス
ピ
ー
カ
ー
増
設
、８
８
０
万
円
）

や
災
害
後
方
支
援
拠
点
広
場
整
備（
上
区
、

２
４
２
７
万
円
）
な
ど
を
行
う
と
と
も
、

新
た
に
避
難
路
標
識
等
整
備
（
１
０
０
万

円
）
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
村
民

の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
の
新
た
な
担

い
手
の
確
保
に
も
繋
げ
る
よ
う
、
消
防
団

活
動
費
の
充
実
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
は
、
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
着
実
な
取
り
組
み
を
行
い
つ

つ
、
引
き
続
き
、
事
故
防
止
や
飲
酒
運
転

撲
滅
へ
の
啓
発
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　　

　

道
路
は
、
芦
生
茂
市
線
と
普
代
平
井

賀
線
の
舗
装
打
替
え
工
事
（
５
０
０
０

万
円
）
や
鳥
居
１
号
橋
な
ど
の
橋
梁
補

修
・
補
強
工
事
（
２
８
０
０
万
円
）
を

行
い
ま
す
。

　
　
河
川
は
、
大
沢
川
な
ど
で
の
堆
積
土
砂

撤
去
（
１
０
０
０
万
円
）
や
障
害
物
除
去 

（
２
０
０
万
円
）
を
進
め
ま
す
。

　
水
道
・
漁
集
は
、
効
率
的
な
運
営
に
資

す
よ
う
公
営
企
業
法
適
用
化
移
行
事
業 

（
３
７
７
１
万
円
）
を
行
う
と
と
も
に
、

太
田
名
部
漁
集
の
機
械
設
備
の
機
能
保
全 

（
６
５
０
万
円
）、
茂
市
簡
水
の
配
水
管
布

設
替
設
計
（
５
４
５
万
円
）
を
行
い
ま
す
。

　
汚
水
処
理
は
、
個
別
合
併
処
理
の
拡
大

（
普
及
率
44
・
２
㌫
）
に
向
け
て
嵩
上
補

助 （
６
割
嵩
上
げ
、
８
戸
、
５
８
０
万
円
）

を
継
続
し
、
普
及
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
防
災
は
、
頻
発
・
激
甚
化
す
る
異
常
気

役場新採用職員（左から中川光大主事、日當誠主事、櫻井尊
主事補、太田未蘭主事補）

な
ど
に
取
り
組
む
介
護
保
険
事
業
、
ご
み

の
排
出
抑
制
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底

な
ど
に
取
り
組
む
衛
生
事
業
、
新
た
な
津

波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
た
防
災
体
制
の
充

実
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
消
防
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
、
構
成
市
町
村
と
と
も
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
４
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
す

る
久
慈
広
域
道
の
駅
「
い
わ
て
北
三
陸
」

の
情
報
発
信
ブ
ー
ス
を
利
用
し
、
工
夫
あ

る
観
光
・
物
産
振
興
へ
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
沿
岸
知
的
障
害
児
施
設
組
合
は
、
園
舎

の
解
体
工
事
な
ど
も
順
調
に
完
了
し
、
予

定
ど
お
り
、
令
和
４
年
度
末
の
解
散
と
な

り
ま
す
。

防災行政無線のスピーカー増設や災害後方拠点広場の整備などを
行い、災害に強い村づくりを進めます

道路の維持整備・橋梁補修に取り組みます
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朝日が降り注ぐ堀内漁港
（３月 23 日午前６時 10 分）

令和５年度
一般会計の当初予算

　令和５年度の村づくりに使われる当初予算が３

月定例会で決まりました。一般会計当初予算は

38億7,700万円（前年度比７億 100 万円増）です。

新魚市場整備事業やふるさと納税を活用した地域

産業促進事業、災害後方拠点広場整備事業などに

取り組み、安心・安全で、将来にわたり持続可能

な地域づくりを進めます。

歳出の構成比 歳入の構成比

用語の説明（歳出）
総務費………村長や議会議員、職員などの人件費や財産管

理、地域振興などに使うお金
民生費………高齢者や障がいを持った人、児童の福祉推進、

子ども園の維持管理に使うお金
公債費………公共事業などの際に借りたお金の返済に使う

お金
教育費………小・中学校の管理運営や施設整備、生涯学習、

文化財保護などに使うお金
農林水産業費…漁港の整備や森林の管理、保全に使うお金
土木費………道路や橋りょう、公園、公営住宅の整備など

に使うお金
消防費………普代分署や消防団の運営など、消防活動や救

急活動に使うお金
商工費………商店街の活性化、観光施設の維持管理、観光

イベントなどに使うお金
衛生費………ごみやし尿の処理や健康増進事業に使うお金
災害復旧費…自然災害で被害を受けたインフラ施設などの

復旧に使うお金

用語の説明（歳入）
地方交付税………一定の行政サービス水準を維持する
　　　　　　　　ため、国から交付されるお金
村債………………建物や道路などの公共事業に充てる
　　　　　　　　ため、村が起こす借入金
国庫支出金………特定の事務・事業に対し国から交付　
　　　　　　　　されるお金
県支出金…………特定の事務・事業に対し県から交付　
　　　　　　　　されるお金
地方譲与税………市町村に代わって国が集めて、市町
　　　　　　　　村に交付されるお金
繰入金……………村の預金などを取り崩したお金
村税………………村民税や固定資産税など皆さんに納
　　　　　　　　めていただいたお金　　　　　　　　　
諸収入……………村の預金利息や貸付金の元利収入
使用料・手数料……住民票などの証明書の発行手数料など
その他繰越金など…ふるさと納税などの寄付金や前年度　
　　　　　　　　から繰り越されたお金

特別会計予算額（　）内は前年度比

総額  ９億4,060万円
国民健康保険事業	 ４億3,360万円	 （1.4％）

国保診療施設事業	 １億9,150万円	（△ 6.3％）

簡易水道事業	 １億1,640万円	 （16.4％）

休養施設事業	 １億2,740万円	（△ 5.3％）

漁業集落排水事業	 3,950万円	 （24.2％）

後期高齢者医療事業	 3,220万円	（△ 3.9％）

令和５年度の主な事業
事業内容 予算額

新魚市場整備事業 ５億547 万円

ふるさと納税を活用した地域産業
促進事業 ２億2,496 万円

義務教育学校基本計画策定・基本
設計業務委託 6,249 万円

災害後方拠点広場整備事業 2,427 万円

黒崎園地修景改善設計管理業務委
託・工事 2,420 万円

５年度の当初予算は 3388 億億 7,7007,700 万円万円

　

予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
、
ど
ん
な
事

業
に
ど
の
く
ら
い
の
お
金
を
か
け
て
行

う
か
示
す
も
の
で
す
。
村
で
は
一
般
会

計
予
算
と
特
別
会
計
予
算
が
あ
り
ま
す
。

　　
歳
入
（
村
に
入
る
お
金
）
の
主
な
も

の
は
、
村
の
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
が

１
億
９
８
４
０
万
円
（
前
年
度
比
９
８

５
万
円
減
）、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
が
16
億
円
（
同
１
億
２
０
０

０
万
円
増
）、
国
庫
支
出
金
が
４
億
２

０
０
６
万
円
（
同
１
億
８
１
８
９
万
円

増
）、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
県
支
出
金

が
１
億
３
２
５
万
円
（
同
６
４
８
万
円

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
（
村
で
使
う
お
金
）
の
主
な
も

の
は
、
総
務
費
が
11
億
６
４
２
０
万
円

（
前
年
度
比
２
億
９
３
２
５
万
円
増
）、

農
林
水
産
業
費
が
６
億
７
３
７
２
万
円

（
同
４
億
５
０
５
７
万
円
増
）、
民
生
費

が
５
億
１
４
３
９
万
円
（
同
３
３
１
２

万
円
増
）、
土
木
費
が
２
億
３
８
２
７

万
円
（
同
１
億
８
５
３
４
万
円
減
）
と

な
り
ま
し
た
。

　　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

や
簡
易
水
道
事
業
な
ど
６
会
計
。
予
算

総
額
は
９
億
４
０
６
０
万
円
（
前
年
度

比
８
６
０
万
円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

  

■
一
般
会
計
予
算

  

■
特
別
会
計
予
算

歳 出
38億7700万円

（使うお金）

消防費
１億6262万円

4.2%

民生費
５億1439万円
13.3%

総務費
11億6420万円
30.0%

公債費
４億7859万円
12.3%

農林水産業費
６億7372万円
17.4%

教育費
２億9948万円

7.7%

土木費
２億3827万円

6.2%

衛生費
１億7559万円

4.5%

商工費
１億1208万円

2.9%

議会費
5688万円
1.5%

予備費ほか
111万円
災害復旧費
９万円

歳 入
38億7700万円
（入るお金）

自主財源
30.2%

依存財源
69.8%

村債
４億6450万円
12.0%

県支出金
１億325万円
2.7%

地方交付税
16億円
41.3%

その他繰越金など
３億7183万円

9.6%

使用料・手数料
1860万円
0.5%

繰入金
５億1277万円
13.2%

村税
１億9840万円

5.1%

諸収入
6869万円
1.8%

その他交付金など
6730万円
1.7%

地方譲与税
5160万円
1.3%

国庫支出金
４億2006万円
10.8%
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ふだいのわだい

ユ
ー
モ
ア
も
交
え
つ
つ
、
わ
か
り
や
す
く

認
知
症
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

が
３
月
20
日
、
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で

介
護
に
携
わ
る
約
20
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
は
社
会
福
祉
法
人
普

代
福
祉
会
の
皆
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
き
、
認
知
症
が
ど
の
よ
う

な
病
気
な
の
か
や
症
状
が
出
た

人
と
の
接
し
方
、
予
防
す
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
な
ど
参
加
者

に
説
明
。「
症
状
が
出
た
場
合
は
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
後
半
に
は
認
知
症
の
人

と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
具
体

的
な
場
面
を
想
定
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
仕
立
て
の
劇
が
演
じ
ら
れ
、

参
加
者
は
よ
り
良
い
対
応
方
法
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

切
な
人
の
た
め
、知
る
こ
と
か
ら
始
め
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

大

　
C 

h 

e 

e 

r 

f 

u 

l  

P 

a 

r 

t 

y 

（
チ
ア
フ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
）

２
０
２
３
チ
ア
ダ
ン
ス
合
同
発
表

会
が
３
月
26
日
、
久
慈
市
の
ア
ン

バ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
村
の
チ

ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「
S 

h 

i 

n 

y 

s
（
シ
ャ
イ
ニ
ー

ズ
）」
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
は
、
洋
野
町
の
「
洋

野
S 

e 

a 

g 

i r 

l 

s（
シ
ー
ガ
ー

ル
ズ
）」
や
久
慈
市
の
チ
ア
ダ
ン

レ
の
あ
る
パ
ワ
フ
ル
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露

チ
ア
ダ
ン
ス
合
同
発
表
会

キ

指
導
者
の
小
深
田
夏
海
さ
ん
と
一
緒
に
満

面
の
笑
み
で
す

ス
ク
ラ
ブ
「
C 

h 

e 

r 

i 

s 

h

（
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
）」
の
ほ
か
、
久

慈
東
高
校
チ
ア
ダ
ン
ス
部
や
ゲ
ス

ト
チ
ー
ム
と
し
て
全
国
大
会
に
も

出
場
す
る
盛
岡
チ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
「
煌キ
ラ
リ」
な
ど
も
出
演
し
、
会
場

に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し

た
。
一
体
感
と
キ
レ
の
あ
る
チ
ア

ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
S

h

i

n

y

s

に
は
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

４
月
６
日
～
15
日
の
期
間
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
あ
げ

た
手
は　

い
の
ち
を
し
ら
せ
る　

警
報
機
」。
村
で
は
14
日
、
村
交

通
指
導
隊
員
や
県
交
通
安
全
協
会

久
慈
支
部
普
代
分
会
の
皆
さ
ん
、

役
場
職
員
な
ど
約
20
人
が
参
加

し
、
普
代
郵
便
局
前
と
旧
普
代
分

署
付
近
で
街
頭
活
動
を
行
い
ま
し

た
。「
命
を
大
切
に
安
全
運
転
を
」

や「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
!
交
通
安
全
」

な
ど
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
手

に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を

訴
え
、
通
学
中
の
子
ど
も
た
ち
に

は
、
交
通
安
全
啓
発
用
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ま
し
た
。

　
昨
年
、
村
内
で
は
人
身
事
故
が

１
件
、物
損
事
故
が
19
件
発
生（
久

慈
警
察
署
交
通
課
調
べ
）
し
て
い

ま
す
。
小
野
寺
誠
普
代
駐
在
所
長

は
「
４
月
か
ら
自
転
車
に
乗
る
際

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
横
断
歩
道
の
近

く
は
、
特
に
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
誰
も
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け

て
い
ま
し
た
。　

の
全
国
交
通
安
全
運
動

安
全
な
地
域
を
願
い
街
頭
活
動

春

交通安全啓発用のポケットティッシュを受け取る児童

街頭活動を行う交通安全団体の関係者

普
代
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報

告
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

普
代
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

６
人
に
よ
る
活
動
報
告
会
が
３
月

24
日 

、役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　
活
動
報
告
会
は
、
隊
員
の
日
ご

ろ
の
活
動
や
今
後
の
取
り
組
み
を

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
初
め
て

企
画
。
住
民
や
役
場
職
員
な
ど
約

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
隊
員
ら
は
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｐ
Ｒ
動
画

制
作
な
ど
の
魅
力
発
信
や
住
民
の

交
流
拠
点
づ
く
り
、
野
外
保
育
活

動
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。

　
最
後
に
は
、
村
地
域
お
こ
し
協

力
隊
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
鬼
束
拓
哉
さ
ん

（
41
歳・向
野
場
）
が
講
評
し
「
ど

ん
ど
ん
地
域
に
入
っ
て
、
い
ろ
ん

な
人
を
知
り
、
時
に
は
助
け
て
も

ら
い
な
が
ら
活
動
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し

た
。

域
に
溶
け
込
み
奮
闘
中

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
会

地

　

４
月
３
日
、
村
の
新
た
な
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
長
谷
川
正
さ

ん
（
67
歳
・
山
形
市
出
身
）
が
着

任
し
ま
し
た
。
国
民
宿
舎
く
ろ
さ

き
荘
の
従
業
員
と
し
て
、
宿
舎
の

魅
力
向
上
、
経
営
改
善
に
携
わ
り

ま
す
。

　
辞
令
交
付
式
は
４
月
３
日
、
村

役
場
で
行
わ
れ
、
柾
屋
伸
夫
村
長

か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
柾
屋
村
長
は
「
長
年
の
経
験

を
生
か
し
、
観
光
客
な
ど
の
お
も

て
な
し
に
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
激
励
。

　
長
谷
川
さ
ん
は
「
盛
岡
市
な
ど

の
ホ
テ
ル
で
30
年
以
上
勤
務
し
て

き
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
が
笑
顔
に

な
り
、
再
び
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
接
客
を
し
た
い
で
す
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

も
て
な
し
の
経
験
生
か
す

新
た
な
協
力
隊
に
長
谷
川
さ
ん

着
任

お

柾
屋
伸
夫
村
長
か
ら
辞
令
書
を
受
け

取
っ
た
長
谷
川
正
さ
ん
（
右
）

　
令
和
４
年
度
第
３
回
保
健
推
進

委
員
会
議
が
３
月
29
日
、
村
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
令
和
４
年

度
「
３
歳
児
健
診
む
し
歯
ゼ
ロ
」

の
子
ど
も
８
人
へ
柾
屋
伸
夫
村
長

か
ら
、
70
歳
と
80
歳
で
自
分
の
歯

が
20
本
以
上
あ
る
「
７
０
２
０
」

達
成
者
２
人
「
８
０
２
０
」
達
成

者
４
人
へ
村
歯
科
診
療
所
の
藤
原

秀
世
所
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
０
２
０
を
達
成
し
た
銭
袋
金

也
さ
ん
は
「
表
彰
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
歯
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
飲

ん
だ
り
食
べ
た
り
、
健
康
で
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
省
略
）

　
▼
３
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
者

…
中
村
凜り

皇お

、
小
丹
晴は
る
と永
、
宮
本

英え
い
き
ち吉
、
畠
山
詩う

た汰
、
須
田
楓ふ
う
ま聖
、

落
合
亮あ
き
と仁
、
金
子
颯は
や
て天
、
下
道

茉ま
と
い
音
衣

　
▼
８
０
２
０
達
成
者
…
金
子
清

志
、
釜
谷
壽ひ
さ
と人
、
銭
袋
金
也
、
中

野
妙
子

　
▼
７
０
２
０
達
成
者
…
鎌
倉
リ

エ
、
佐
々
木
遊
子

頃
の
お
手
入
れ
に
表
彰

健
康
な
歯
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に

日

３歳児健診むし歯ゼロの表彰を受けた子どもたち

7020、8020 を達成した皆さん
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みんなのひろばみんなのひろば

本はともだち

図書室へ
　　行こう！

　
「
そ
だ
ち
の
よ
さ
」
は
、
だ
れ

で
も
、
い
ま
か
ら
で
も
、
み
に
つ

け
ら
れ
る
。

　
「
お
さ
ほ
う
」
の
き
ほ
ん
を
、

て
い
ね
い
な
か
い
せ
つ
と
か
わ
い

い
イ
ラ
ス
ト
で
し
ょ
う
か
い
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）

『
育
ち
の
よ
さ
が
身
に
つ
く

　
お
さ
ほ
う
え
ほ
ん
』

高
濱　
正
伸

◆
幼
児
～
向
け

マイフレンド  Vol.177M Y
F R I E N D
　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は櫻井 尊

たける
さん（23）

です。

　

櫻
井
尊
さ
ん
は
釜
石
市
出
身
の

23
歳
。
４
月
か
ら
村
教
育
委
員
会

事
務
局
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

櫻
井
さ
ん
は
「
自
然
あ
ふ
れ
る

普
代
村
と
鵜
鳥
神
楽
の
２
つ
に
興

味
、
魅
力
を
感
じ
、
普
代
村
役
場

を
志
望
し
ま
し
た
。
今
は
普
代
村

に
住
ん
で
い
て
、
自
然
豊
か
で
す

て
き
な
村
だ
と
感
じ
ま
す
。
朝
、

自
転
車
で
通
勤
す
る
と
き
に
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
て
元
気
に
な
り
ま
す
」
と

少
し
緊
張
し
な
が
ら
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

仕
事
の
状
況
を
聞
く
と
「
教
育

委
員
会
で
は
、
学
習
塾
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
管
理
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
早
く
仕
事
を
覚
え
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気

込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
櫻
井
さ
ん
は
、
小
学
校

で
は
鹿
踊
、
大
学
で
は
さ
ん
さ
踊

り
を
経
験
し
た
そ
う
で
「
郷
土
芸

能
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
動
画
で

普
代
村
の
鵜
鳥
神
楽
を
知
り
、
実

際
に
見
て
み
た
い
で
す
し
、
自
分

も
や
っ
て
み
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
今
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
（
笑
）」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
…
…

Ｑ
＆
Ａ

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

Y

o

u

t

u

b

e
で
「
ち
い
か

わ
」
を
見
て
い
ま
す
。
癒
さ
れ
て

疲
れ
が
と
れ
ま
す
。
最
近
は
「
ブ

ル
ー
ロ
ッ
ク
」
の
漫
画
を
読
ん
で

い
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

海
外
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
に
行

っ
て
み
た
い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　

ま
だ
不
慣
れ
で
す
が
、精
一
杯
、

普
代
村
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

役場庁舎前の河津桜と櫻井さん。４月から村
教育委員会事務局で働いています。

＊ OPEN  19:00~
＊ CLOSE  SUNDAY

＊ TEL  0194 − 35 − 3625
  080 − 1875 − 1408

昼カラオケ承ります！！

食べ物、 飲み物、 持ち込み OK！！

時間、 料金はお問い合わせください♪

歌って踊って歌って踊って

ストレス発散！ストレス発散！

普代村役場

普代村図書室普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

開室時間：午前９時～正午
　　　　  午後１時～午後５時
 休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX：
 　（0194）36-1044

　

大
ピ
ン
チ
を
知
れ
ば
、
い
つ
大

ピ
ン
チ
に
な
っ
て
も
こ
わ
く
な
い
。

　
こ
ど
も
が
出
会
う
世
の
中
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
ピ
ン
チ
を
、
大
ピ
ン

チ
レ
ベ
ル
と
、
５
段
階
の
な
り
や

す
さ
で
分
類
し
て
い
ま
す
。
鋭
く

も
あ
た
た
か
い
観
察
眼
と
、
ユ
ー

モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
１
冊
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
学
館
）

　
『
大
ピ
ン
チ
ず
か
ん
』

鈴
木　
の
り
た
け

◆
小
学
生
～
向
け

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。

菊池祐史さん
（中央区・46 歳）

絵
が
と
っ
て
も
上
手
だ
ね
! !
○広 

滝澤ひびきくん

（久慈市・11 歳）

モ
ン
ハ
ン
始
め
た
か
な
？
○広 

滝澤きららさん

（久慈市・13 歳）

プ
リ
キ
ュ
ア
か
な
？
間
違
っ
て
た
ら

ご
め
ん
な
さ
い
○広 

広
報
ク
イ
ズ

　

次
の
問
題
を
読
み
、
３
つ
の
答

え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選
び

は
が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
令
和
５
年
度
村
の
一
般
会
計

予
算
は
、
約
何
億
円
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

39
億
円　

Ｂ　

49
億
円　

Ｃ　
59
億
円　

　
②
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
を
受
け
た

３
歳
児
は
何
人
で
し
ょ
う
？

　
Ａ　
８
人　
Ｂ　
９
人　

Ｃ　
10
人

　
【
応
募
方
法
】は
が
き
に
ク
イ

ズ
の
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
、
抽
選
で
３
人
に
村
商
品
券
ま

た
は
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
※
希
望
す
る
方
を
必
ず

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　
普
代

村
役
場　
広
報
ク
イ
ズ
係

　

○
締
め
切
り
…
５
月
９
日（
火
）　

当
日
消
印
有
効

　

○
３
月
号
の
答
え
…
①-

Ｃ
、

②- 

Ａ

　
○
今
月
の
当
選
者
…
①
滝
澤
ひ

び
き
く
ん
②
滝
澤
き
ら
ら
さ
ん
③

坂
本
旺
介
く
ん

坂本旺介くん
（盛岡市・３歳）

岩
手
県
民
な
の
に
、

八
戸
の
サ
ポ
ー
タ
ー

ら
し
い
で
す
ね
!?
○広 

 35- 2276
中
央
区ま つ ば 時 計 店  TEL・FAX

￥15,000

４月 29 日 ( 土 ) はジョイフルデー ! !

オランダ水牛

（税込 16,500 円）
５月５日まで ! !

実印 15mm 丸
銀行印 12mm 丸

２本セット

洗濯から乾燥までボタン一つで‼ぜひご利用ください‼

大物洗いもおまかせ‼
道の駅青の国ふだい道の駅青の国ふだいでで24 時間営業中24 時間営業中

PM1：00 まで ! !
花粉サングラス　￥220

　

鵜
鳥
神
楽
に
憧
れ
て
い
ま
す
！
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みんなのひろばみんなのひろば

424
　おいかわあずさくん（及川梓冴くん・６歳）から
　母・翼さんへ

　あずのママはほいくえんでおしごとをしているよ。
あかちゃんのおせわをしたり、きゅうしょくをつくっ
たり、ピアノをひいたり、とってもいそがしそう！だ
からおやすみのひはあずがおへやにそうじきをかける
おてつだいをしてる！
　ママとまひろ（おねえちゃん）といっしょにゲーム
したり、おともだちのおうちにあそびにいったり、お
さんぽしたり、むしさがしをしたりするのがすごくた
のしいよ。ママはゲームセンターでぬいぐるみをとる
のがすごくじょうずなんだ！
　ときどき「ゲームやりすぎ」っておこられるけど、
あずはママのことだいすき！おべんとうのひはおいし
いおべんとうをつくってくれてありがとう。こんど、
もりおかのガチャができるおすしやさんにいきたい
な！

あずさくん
（はまゆり子ども園さくら組）

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

　
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
飛
び

出
し
な
ど
の
危
険
を
予
測
し
た
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、「
自

転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

▼
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

▼
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

　
を
守
っ
て
、
安
全
運
転

▼
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

▼
飲
酒
運
転
は
禁
止

▼
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
全
員
が
正
し
く
着
用
し
、
交
通

事
故
か
ら
大
切
な
命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

運
転
者
の
歩
行
者
保
護
意

識
の
向
上
と
道
路
横
断
者

の
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進

駐在所だより
Police

あげた手は
久慈警察署普代駐在所　
小野寺　誠　所長

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底

新入学期の交通事故防止推進

警報機いのちをしらせる

４
月
１
日
か
ら

自
転
車
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

努
力
義
務
に
な
り
ま
し
た

　

◆
新
任
▽
普
代
小
校
長
（
盛
岡

市
立
永
井
小
校
長
）
黒
渕
博
文
▽

同
主
任
主
査
（
田
野
畑
村
立
田
野

畑
小
主
任
主
査
）
三
上
弘
幸
▽
同

教
諭
（
種
市
小
教
諭
）
伊
藤
直
登

▽
同
教
諭
（
宮
古
市
立
津
軽
石
小

教
諭
）
伊
藤
真ま

お生
▽
同
講
師
（
宿

戸
小
講
師
）
外
舘
幸
仁
▽
普
代
中

教
諭
（
大
川
目
中
教
諭
）
佐
藤
葵

▽
同
教
諭
（
滝
沢
市
立
滝
沢
第
二

中
教
諭
）
佐
々
木
一
郎
▽
同
講
師

（
野
田
中
講
師
）
菊
池
龍り

ょ
う
▽
村

教
育
委
員
会
事
務
局
指
導
主
事

（
盛
岡
市
立
上
田
中
教
諭
）
中
島

翠み
ど
り　

　　　
◆
転
任
▽
長
内
小
校
長
（
普
代

小
校
長
）
小
関
稔
▽
八
幡
平
市
立

大
更
小
主
任
主
査
（
同
主
査
）
横

澤
良
二
▽
宿
戸
小
教
諭（
同
教
諭
）

下
町
美
喜
子
▽
岩
泉
町
立
岩
泉
小

教
諭
（
同
教
諭
）
葛
西
由
美
子
▽

同
教
諭
（
同
教
諭
）
佐
藤
優
也
▽

平
山
小
教
諭
（
同
教
諭
）
吉
田
麻

美
▽
種
市
中
教
諭（
普
代
中
教
諭
）

島
川
厚
志
▽
野
田
村
教
育
委
員
会

教
育
長
（
同
講
師
）
菊
地
理お

さ
む

▽

葛
巻
町
立
葛
巻
中
講
師（
同
講
師
）

槻
舘
亜
矢
香
▽
北
上
市
立
江
釣
子

小
教
諭
（
村
教
育
委
員
会
事
務
局

指
導
主
事
）
佐
々
木
潤

　

◆
新
任
▽
普
代
分
署
長
（
久
慈

消
防
署
庶
務
係
長
兼
当
直
司
令
）

工
藤
俊
一
▽
同
副
分
署
長
兼
第
２

係
長
（
大
野
分
署
副
分
署
長
兼
第

１
係
長
）
佐
々
木
能
史
▽
同
消
防

司
令
補（
野
田
分
署
消
防
司
令
補
）

室
谷
雄
一
▽
同
消
防
士
長
（
洋
野

消
防
署
消
防
士
長
）
皆
川
智
博
▽

同
消
防
士
長
（
野
田
分
署
消
防
副

士
長
）工
藤
弘
樹
▽
同
消
防
士（
久

慈
消
防
署
消
防
士
）
後
藤
和
剛
▽

同
消
防
士
（
新
採
用
）
橋
本
雄
心

　

◆
転
任
▽
洋
野
消
防
署
長
（
普

代
分
署
長
）
久
慈
克
範
▽
久
慈
消

防
署
警
防
係
長
（
同
副
分
署
長
兼

第
２
係
長
）
砂
子
重
良
▽
大
野
分

署
副
分
署
長
兼
第
２
係
長
（
同
消

防
司
令
補
）
夕
向
健
士
▽
洋
野
消

防
署
消
防
士
長
（
同
消
防
士
長
）

中
村
晃
竜
▽
久
慈
消
防
署
兼
消
防

本
部
消
防
課
消
防
副
士
長
（
同
消

防
副
士
長
）
野
場
星
也
▽
久
慈
消

防
署
消
防
副
士
長
（
同
消
防
副
士

長
）
大
澤
淳
貴

　

◆
課
長
級
▽
観
光
振
興
室
長
兼

休
養
施
設
管
理
員
（
村
社
会
福
祉

協
議
会
派
遣
事
務
局
長
補
佐
）
宮

田
修
幸

　
◆
課
長
補
佐
級
▽
住
民
福
祉
課

課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
兼
保
健
係

長
兼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
子
ど
も
子
育
て
係
長
（
税
務

出
納
課
税
務
係
長
）
熊
谷
元
三　

　
◆
係
長
級
▽
税
務
出
納
課
（
税

務
部
門
）
税
務
係
長
（
税
務
出
納

課
（
税
務
部
門
）
主
事
）
野
場
奨

▽
税
務
出
納
課
（
出
納
部
門
）
庶

務
係
長
（
税
務
出
納
課
（
出
納
部

 

■
小
・
中
学
校
等

  

■
普
代
分
署

 

■
役
場

門
）
主
事
）
竹
下
雪
乃
▽
議
会
事

務
局
出
向
係
長
（
農
林
商
工
課
林

業
係
長
兼
商
工
係
長
）
藤
嶋
大
輔

　

◆
主
事
・
主
事
補
級
▽
総
務
課

主
事
（
教
育
委
員
会
事
務
局
出
向

主
事
）
森
田
周
▽
政
策
推
進
室
主

事
（
建
設
水
産
課
主
事
）
細
川
亮

▽
住
民
福
祉
課
主
事
（
農
業
委
員

会
出
向
主
事
）
松
家
俊
輔
▽
農
林

商
工
課
主
事（
建
設
水
産
課
主
事
）

下
道
諒
志
▽
農
業
委
員
会
出
向
主

事
（
議
会
事
務
局
出
向
主
事
）
笹

山
英
幸
▽
建
設
水
産
課
主
事
（
住

民
福
祉
課
主
事
）
落
合
涼
香

　

◆
新
採
用
▽
税
務
出
納
課
（
税

務
部
門
）
主
事
補
・
太
田
未み

ら
ん蘭

▽

建
設
水
産
課
主
事
・
中
川
光
大
▽

同
主
事
・
日
當
誠
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
出
向
主
事
補
・
櫻
井
尊

　

◆
派
遣
▽
県
ふ
る
さ
と
振
興
部

市
町
村
課
派
遣
主
事
（
政
策
推
進

室
主
事
）
竹
下
真
人

　
♦
派
遣(

再
任
用)

▽
村
社
会

福
祉
協
議
会
派
遣
事
務
局
長
（
観

光
振
興
室
長
兼
休
養
施
設
管
理

員
）
山
﨑
長
蔵　

　
◆
任
期
付
職
員
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
出
向
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園

園
長
（
新
採
用
）・
大
芦
賢
一

　　
♦
会
計
年
度
任
用
職
員
▽
総
務

課
消
防
防
災
係
長
（
新
採
用
）・

立
臼
勝

　
◆
退
職
及
び
退
任
▽
山
﨑
長
蔵

（
観
光
振
興
室
長
兼
休
養
施
設
管

理
員
）
▽
鈴
木
康
子
（
は
ま
ゆ
り

子
ど
も
園
園
長
（
任
期
付
職
員
）

▽
澤
口
卓
弥
（
総
務
課
主
事
）
▽

沢
里
和
紀
（
住
民
福
祉
課
主
事
）

村
内
の
人
の
動
き

村
内
の
人
の
動
き

４
月
１
日
付
、退
職
者
な
ど
は
３
月
31
日
付
。表
記
は
新

職
名（
旧
職
名
）氏
名

―
の
順
で
す
。＝
敬
称
略
＝

黒渕博文さん	
（普代小校長）

大芦賢一さん	
（はまゆり子ども園園長）

山﨑室長（前列左から４番目）が定年退職し
ました
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久慈地区法律相談
▶ 期 日 …５月10日（水）、19日(金)▶
時間…10:30〜15:30▶場所…久慈市役
所▶問い合わせ先…久慈市役所生活環
境課（☎ 0194-54-8003）

多重債務者相談
▶期日…５月25日(木)▶時間…10:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…５月17日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録
▶ 日 時 …５月９日（火）14:00 〜
16:00（要予約）

こころの健康相談
▶日時…５月19日（金）13:30〜（要
予約）
　　　　お酒のお悩み相談
▶ 日 時…５月 25 日（木）10:30 〜
11:30（要予約）
　問い合わせは久慈保健所保健課まで

（☎0194−66−9680）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談

　記載した情報は、新型コロナウイルス
感染症の状況により、延期または中止と
なる場合もあります。お手数ですが、各
問い合わせ先に事前にご確認いただくよ
うお願いします。

▶停止期間…５月１日（月）〜５月２
日（火）※終日
▶停止となる手続き
　①カードの交付
　②電子証明書の更新および新規発行
　③引越しや婚姻などによる券面事項
　　の更新
　④暗証番号の初期化
※なお、この期間中もコンビニエンス
ストアでの住民票写し等の交付はご利
用いただけます。ご理解とご協力をお
願いします。

　「岩手芸術祭」は県民の芸術文化活
動の祭典で、美術展示、舞台発表、
文芸集の刊行などを行っています。
令和５年度第 76 回岩手芸術祭を開催
するにあたり、芸術文化の創出と発
展をイメージさせるテーマを募集し
ます。
▶応募資格…県内在住、県内に通勤・
通学をしている人
▶応募期限…５月 12 日（金）消印有効
▶選定および表彰…選定委員により、
優秀作（１点）および佳作（４点以内）
を選定します。優秀作作者には賞状お
よび賞金２万円、佳作入選者には賞金
５千円を贈ります。※中学生以下の入
賞者は図書カードとなります。
▶入賞者の発表…６月上旬
　応募方法など詳しくは、岩手芸術祭
実 行 委 員 会 事 務 局（ ☎ 019-654-
2235）まで。

　ゴールデンウィーク中のごみの収集
および廃棄物処理施設への直接搬入に
ついては、次のとおり実施します。
▶集積場のごみ収集…通常どおり収集
▶特別開場日…５月３日（水）〜５日

（金）
▶開場施設…久慈地区ごみ焼却場、久
慈地区粗大ごみ処理場、久慈地区再資
源化処理場
▶開場時間…8:30 〜 12:00 まで
　その他詳しくは役場住民福祉課（☎
35-2113）または久慈広域連合衛生
課（☎ 0194-66-9090）まで。

　県立二戸高等技術専門学校では、離
職者などを対象に再就職に向けた短期
講習を実施します。
▶対象者…公共職業安定所に求職申し
込みしている人
▶コース名…OA実務科
▶内容…パソコンを使った事務処理か
ら、ホームページ作成や CAD ソフト
を使用して図面の作成も学べる、３カ
月の職業訓練
▶受講期間・時間…５月 11 日（木）
〜８月 10日（木）9:00 〜 16:00
▶費用…受講料は無料（テキスト代な
どは自己負担）
▶申し込み締め切り…４月 25日（火）
▶実施会場…久慈高等職業訓練校
　申し込み方法など詳しくは久慈公共
職業安定所（☎ 0194-53-3374）ま
たは県立二戸高等技術専門校（☎
0195-23-2227）まで。

岩手芸術祭のテーマを募集離職者の再就職を支援します

GW中のごみの収集、搬入について
　岩手県では、身体障害者手帳、戦傷
病者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳のいずれかの手帳を持ち、自
動車を所有している人で、一定の要件
に該当している人を対象に、５月 24
日まで自動車税種別割の課税免除申請
を受け付けています。
▶受付場所…久慈地区合同庁舎１階、
県税室
▶受付時間…9:00 〜 16:00 まで
　なお、令和５年度から生計同一者が
運転する場合（家族運転）の要件が一
部変更となりました。詳しくは、県税
室までお問い合わせください。
▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194-66-9678）まで

　最近 119 番への間違い通報が多く
発生しております。また、最近発売さ
れたスマートファンなどには、衝突事
故検出機能などによる緊急通報機能が
備わっており、自動で 119 番通報が
行われる事案も発生しています。
　無言の場合や、応答の前に切られた
場合は、発信元へ確認の折り返し電話
や、現場確認のため消防車両等が出動
しなければなりません。
　間違って119番へつながった場合や、
確認の折り返し電話があった場合には切
らずに「間違えた」とお伝えください。
救急車を本当に必要とされている人のた
めにも、ご協力お願いいたします。
▶問い合わせ先…久慈広域連合消防本
部（☎ 0194-53-0119）まで

受
付
対
象
テ
ー
プ（
原
版
） 使えます

マイナンバーカード交付等の
業務を停止します

３月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓戸籍の窓

交通安全 対策情報交通安全 対策情報

　岩手県警察では、警察の職員として
警備船の機関士を募集します。
▶採用人数…２人
▶受験資格…昭和 58 年４月２日以降
に生まれた者で、海技士（機関）４級
以上の免許及び小型船舶操縦士２級以
上の免許を取得している者。※令和６
年３月 31 日までに上記免許を取得す
る見込みであれば、受験可能
▶申し込み期間…４月 26 日（水）〜
５月 19日（金）まで
▶選考日時…６月 18日（日）9:00 〜
▶選考会場…岩手県警察本部
▶選考方法…教養考査（筆記）、作文
考査、人物考査（面接）、身体検査
▶合格発表…７月中旬
▶採用予定日…令和６年４月１日
▶問い合わせ先…岩手県警察本部警務
課人事係（☎ 019-653-0110）まで

　５月 31 日（水）は自動車税種別割
の納付期限です。４月１日現在の自動
車の保有者に課税される税金です。納
税通知書は４月に発送します。納付期
限までに忘れずに納めましょう。
　４月１日現在で車検が切れたまま６
カ月を経過している自動車について
は、納税通知書を送付しません。この
自動車について、使用する予定がある
場合には、自動車税種別割を納めてい
ただく必要がありますので、県税室ま
でお問い合わせください。
▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194-66-9678）まで

  ■村内の交通事故《３月》
 人身事故　０件（０件）
 物損事故　１件（３件）
　※（ ）内は１月からの累計
  ■救急車の出動件数《３月》  16件
  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

 県内33市町村中ワースト順位…18位
 （令和５年２月28日現在）
 村内の検挙者数《２月》 ０人
 県内の検挙者数《２月》20人

県警察職員を募集します

家庭ごみの状況家庭ごみの状況
Ｒ 5. ２月の排出量

ごみの総量 39.1㌧（-3.0㌧）
うち可燃ごみ 31.7㌧（-3.0㌧）
うち不燃ごみ   1.1㌧ （-0.4㌧）
うち資源ごみ   6.3㌧（ 0.4㌧）
一人一日当たり   573㌘（-35㌘）
※ (　) 内は、前年比

自動車税種別割免除のお知らせ

消防本部からのお願い

5/31自動車税種別割の納付期限

お誕生おめでとう（１人）

下道　縁
えんじゅ

珠（俊輔・真奈美）堀内

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（５人）

松家　ツネ　　堀内　　92歳
正路　正明　　鳥居　　87歳
日向　トヨ子　芦渡　　73歳
宮沢　四郎　　中央区　86歳
熊谷　讓　　　芦渡　　90歳

普代の昆布でお肉もよろコンブ普代の昆布でお肉もよろコンブ♪♪
上神田精肉店通販サイトもチェックしてね♪

TEL
0194-35-2210　

毎月最終土曜日は毎月最終土曜日はジョイフルデージョイフルデー ! !! ! 屋根・外壁・木部塗装屋根・外壁・木部塗装
ををお考えなら、お考えなら、
本波塗装本波塗装ににご相談ください !ご相談ください !

連絡先：本波（堀内） 080-3329-5478連絡先：本波（堀内） 080-3329-5478
見積もり無料！お気軽にご連絡ください見積もり無料！お気軽にご連絡ください

金　　額　 1,500円 ／ 月： 白 黒
１ マス（縦4.5㎝×横9
㎝程度、多少増減す
ることもあります）

発行部数　 1,400部（ 村 内 は 全
戸配布・村外約200
部）

※希望者が多い場合は調整させ
　せていただく場合があります。

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課庶務企画係（☎35−
2111内線115）までお申し
込みください。

  広告掲載しませんか
in普代アビーロード商店街in普代アビーロード商店街
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茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

「ジョイフルデー」

中央区  三船製菓 ☎35－2020

　４/29
（土）

数量限定数量限定

（４号）苺のティラミス ￥1,400￥1,400食べなきゃ損！食べなきゃ損！

ドーナッツも販売します！ドーナッツも販売します！

iPhone 用Android 用

▶

ロ
グ
イ
ン
完
了

「
地
域
を
選
択
し
て
ロ
グ
イ
ン
」

を
タ
ッ
プ

村
内
の
郵
便
番
号
を
入
力
し

て
、
検
索
を
タ
ッ
プ

▶

「
普
代
村
全
域
」
ま
た
は
「
地

域
名
」
を
選
択
し
て
、
決
定

を
タ
ッ
プ

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
情
報
を
あ
な
た
に

村
の
情
報
配
信
ア
プ
リ

ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン

・暮らしに役立つ情報あり

・災害時に避難情報などを確認

・広報ふだいや議会だよりもチェック

こちらから ☞

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
か
ら

使
用
ま
で
の
手
順

ダウンロードは

役場からのお知らせ
　　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
援

助
を
必
要
と
す
る
人
の
様
々
な
相

談
に
応
じ
、
村
や
関
係
機
関
へ
の

橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
地
域
か
ら
推
薦
さ

れ
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。た
だ
し
、

給
与
の
支
給
は
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る

児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
を

専
門
に
対
応
す
る
主
任
児
童
委
員

も
い
ま
す
。

　
村
で
は
現
在
、
14
人
の
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
で
不
安

▼
近
所
で
心
配
な
人
が
い
る

▼
生
活
に
困
っ
て
い
る

◆
住
民
福
祉
課
か
ら

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

▼
育
児
で
悩
ん
で
い
る

▼
相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

　　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

法
に
基
づ
き
秘
密
を
守
る
義
務
が

あ
る
た
め
、
相
談
内
容
が
漏
れ
る

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
と
実
績
の
あ
る
安
心

な
制
度
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
が
あ
り
ま

す
。
お
住
い
の
地
域
の
委
員
が
わ

か
ら
な
い
場
合
は
役
場
住
民
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
福
祉
課
（
☎
35-

２

１
１
３
）

ど
ん
な
人
た
ち
な
の
？

こ
ん
な
時
に
ご
相
談
く
だ

さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す

相
談
し
た
い
と
き
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

ご予約お待ちしております

５月のこんなこと、あんなこと
日 月 火 水 木 金 土

鵜鳥神社例大祭

7

14

28

5/1

8

15

22

29

2

16

30

3

10

24

31　

4

11

25 26

13

27

（友引）

（先負）

（赤口）

（友引）

（先負）

（仏滅）

（赤口）

（先勝）

（先負）

　　

（大安）

（友引）

（仏滅）

（大安）

（友引）

　　

（大安）

（赤口）

（先負）

（赤口）

（仏滅）

（友引）

（仏滅）

（大安）

軽自動車税納期限
固定資産税第１期
納期限

青の国からふだい
ラジオ
（16:45~17:00）

移動図書（各地区）
青の国からふだい
ラジオ
（16:45~17:00）

青の国からふだい
ラジオ
（16:45~17:00）

ビーチヨガ（キラ
ウミ）

子宮頸がん検診
◯保
青の国からふだい
ラジオ
（16:45~17:00）

憲法記念日 みどりの日

１歳６カ月児・３
歳児健診（受付
12:30〜◯保）
ブックスタート

乳児健診（受付
12:30〜◯保）
ブックスタート

こどもの日

３月10日に開催された世界防災フォー
ラム（WBF 実行委員会主催）で、普
代村長として津波対策に取り組んだ故
和村幸得さんが「世界防災賞」に選ば
れたことを記念して、村に「イージー
シャベル」が寄贈されました。いただ
いたシャベルは、消防防災活動に役立
てられます。

普代中体育祭
体育施設無料開放日

普代小大運動会

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

20

（先負）

5

子宮頸がん検診
◯保（午前）

※おやきは都合によりお休みです

12種類の生薬配合
腎の働きを高める保健薬

長城甦腎宝錠

年齢に負けない体つくり始めませんか ⁉

□ 白髪が増えた
□ 尿の勢い・出が悪い
□ むくみが出る
□ 目がかすむ
□ 物忘れがひどい
□ 不眠で悩んでいる

髙橋薬局 中央区 電話 35-2045　FAX 35-2827

□ 無気力・脱力感
□ 食欲不振
□ 頻尿
□ 腰や膝が痛む
□ 目が疲れる
□ 夜間尿（２回以上）

270 錠：6,875 円（税込）
270 錠×２：13,200 円（税込） 
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広報　　　 ４月号 №731

  前月比 前年比
人　口 2,414人 （−21） （−48）
  （男） 1,208人 （−4） （−24）
  （女） 1,206人 （−17） （−24）
世　帯 1,099戸 （−3） （ー 6）

人口と世帯人口と世帯３月末現在

▼
マ
ス
ク
の
着
用
が
個
人
の
判
断

が
基
本
と
な
り
ま
し
た
。
役
場
前

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
子
ど
も
た
ち

も
マ
ス
ク
を
外
し
ま
し
た
。な
ん
だ

か
す
っ
き
り
し
た

表
情
に
見
え
ま
す

（
笑
）
お
立
ち
寄
り

の
際
は
見
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
！

▼
今
月
よ
り
広
報
担
当
を
離
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
担
当
し
た

の
は
１
年
間
で
し
た
が
、
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
澤
口
卓
弥

）

▼
４
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま

し
た
森
田
で
す
。
み
な
さ
ま
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
田
周

）

広報ふだいを
スマホにお届け

旅立ちの春旅立ちの春
出会いの春出会いの春

　はまゆり子ども園の卒入園式と普代
小普代中の卒入学式が３月中旬から４
月上旬にそれぞれ行われました。たく
さんの思い出を胸に学びやを旅立った
子どもたちは、それぞれの場所で新た
な一歩を踏み出しました。

３/11　普代中卒業式（23 人卒業）
３/17　普代小卒業式（13 人卒業）
３/20　子ども園卒園式（13 人卒園）
４/ ６　子ども園入園式（11 人入園）
　　　　普代中入学式（12 人入学）
４/ ８　普代小入学式（13 人入学）

たくさんの友達と楽しもうね（子ども園）期待と不安で少し緊張した入学式（普代小）小学校楽しみだね（普代小）

誓いの言葉を述べる新入生（普代中） いつもありがとう！（子ども園）

先生と思い出の写真を（普代中）

子ども園時代の集合写真（写真右上）と同じポーズで記念撮影（普代中）

一人一人、卒業証書を受け取ります（普代小）


